
2018/12/7

1

地域の価値を高める
情報発信のあり方

平成30年12月7日

田中里沙

2018/12/7

事業構想を考える人を育成する
クリエイティビティを重視した
新しい社会人向け大学院です。

新事業、事業承継、地方創生

修士課程２年間
2012年4月 東京南青山に開校
2018年４月 大阪・福岡に開校
2019年4月 名古屋に開校予定

対象者
・新規事業担当者
・事業承継者、予定者
・起業を目指す方
・地域活性を担う方

学校法人先端教育機構

2018/12/7

2018/12/7

「防災ガイド」の編集・発行

持続可能な地域とは？社会とは？

地域の価値、企業の価値とは？

⇒Society5.0 地域循環共生圏

人生１００年時代をいかに生きるか

⇒衣食住遊、安心安全、幸福度・・ 新しいライフスタイル

2018/12/7
環境省HPより

2018/12/7
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事業構想の考えを地方創生に 地域×デザイン展＠東京ミッドタウン

2018/12/7

地域×デザイン展 デザイナー（クリエイター）と地域のマッチング

2018/12/7

との地域活性化プロジェクト「99島⼤学」

受賞
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ランナーズ・ヴィレッジ プロジェクト

棚⽥を活⽤した観光コンテンツとブランディング
⻑野県飯⽥市・新潟県三条市の事例紹介
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事例①新潟県三条市
廃校・温泉などのスポットと棚⽥を掛け合わせてランニングコースを設計
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事例②⻑野県飯⽥市
農泊先進地としての魅⼒を出しつつ、棚⽥ランで新たなターゲットに訴求

モデルコースの「Runtrip」サイトへのランコース内容

ランナーズヴィレッジの
アイコン

2018/12/7

ターゲットセグメンテーション
・⻑野県内のファンラン層
・愛知県内のファンラン層

観光プッシュグループ
・NAGOYA FUNRUN PROIECT
・県内のランニング愛好団体など

輸送機関
・名鉄バスなどの各社のバス
・JR飯⽥線
・⾃家⽤⾞

告知メディア
・地元メディア
・名古屋ランニングジャーナル
・SNS（パーソナルメディア）

旅⾏流通業者
・南信州観光公社

⽬的地での対応
・南信州観光公社
・地域おこし協⼒隊（補助活動）

ホスピタリティー：宿泊施設
・農家⺠泊萩千代などの各⺠泊

ホスピタリティー：⾷の提供
・ごんべえ⾢など

観光としての輸送
・各⺠泊の保有する⾃家⽤⾞の活⽤

現地コミュニティ（拠点機能）
・瀧江⾃治振興センター
・千代⾃治振興センター

※駐⾞場としての機能も果たす

アトラクション
・３本のランニングコースの整備
・農作業体験などのイベントの提供

⾃然と⼈間の魅⼒
・天⻯川沿いの景観
・棚⽥（よこね⽥んぼ）の景観
・地元の⼈達とのバーベキュー

飯⽥市内への観光客数が多いエリアの
ランニング・ファン層に絞る

南信州観光公社が中⼼となってファン
ラン層を対象としたランニング＋⺠泊
がセットとなった旅⾏パック商品を開
発してそれをプロモーションしていく

⽬的地までの円滑なアクセスの確保

RVP南信州飯⽥のマーケティング計画全体像
ターゲットの明確化・コンテンツの充実・観光の動線整理・メディア活⽤などtodoを整理
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横浜市 水辺を活かした魅力づくり 横浜市＋事業構想大 連携協定

大岡川ライトアップ
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評判、価値は何で決まる？

①ニュース性

新しい取組、新商品、新サービス、チャレンジ、タイミング

②理解、共感、好感

理念や思い、物語（ストーリー）性、意味

③ビジョン

新たな価値をもたらすもの・理想

④一貫性、継続性

全員広報、情報共有

マーケティング・コミュニケーション

情報発信
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土木学会広報大賞の取り組み
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＜最優秀賞＞より

フォーラム・シビル・コスモス（FCC）
（大阪府大阪市）

「どぼくカフェ」

2018/12/7
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＜優秀賞＞より

一般社団法人 静岡県建設コンサルタンツ協会
（静岡県静岡市）

「CON！CON！富士山の体積を図る「アイデア」大募集！」

噂の土木応援チーム デミーとマツ
（福岡県福岡市）

「ワクワク土木土木（ドキドキ）
デミーとマツの驚き土木体験イベント」
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コミュニケーション力を生かす

• 送り手と受け手の双方向

→ 「全員が当事者」への巻き込み力

• 相互理解、相手の立場で考える姿勢

• 理念の理解、共感の醸成

→ストーリー性のある情報発信

• 全員が広報パーソン → 継続的な情報共有

• コミュニケーションで 日常に「気づき」を
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自助・共助の促進・啓発ポイント

「防災ガイド」 事業構想大学院大学出版部より2018/12/7 「防災ガイド」より2018/12/7

「防災ガイド」より2018/12/7 「防災ガイド」より2018/12/7
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「防災ガイド」より2018/12/7

避難勧告等の具体的な発令基準策定状況

「防災ガイド」より2018/12/7

• 避難勧告等発令の判断基準の基本的考え方

• 避難勧告等の伝達手段

• 伝達手段別の注意事項

• TV放送（ケーブルテレビを含む）

• ラジオ放送（コミュニティFMを含む）

• 市町村防災行政無線（同報系）

• 緊急速報メール

• 緊急速報メール

• ツイッター等のSNS

• 広報車、消防団による広報

• 電話、FAX、登録制メール

• 消防団、警察、自主防災組織、近隣住民等による直接的な声掛け

• 要配慮者、避難支援関係者等への伝達

• 避難行動要支援者への伝達

• 避難促進施設の施設管理者への伝達

• 都道府県や関係機関への伝達

• 市町村の責務と各人の避難行動の原則

• 各人の避難行動の原則

• 避難勧告等と避難行動

避難勧告のタイミング&伝達手段

「防災ガイド」より2018/12/7

防災広報活動の視点

①見える化

②関心

③理解

④共感

⑤自分ごと化

⑥気づきのアップデート

⑦気づきの拡張
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ハザードマップ

【出典】
フィリピン国 台風ヨランダ災害緊急復旧復興支援 プロジェクト
ファイナルレポート
平成27年6月 独立行政法人 国際協力機構（JICA）
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逃げキッド

2018/12/7
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SDGs総研
持続可能な社会に向けて、

新事業を構想し、人材を育成する

Sustainable
Development
Goals
Institute

（付記）
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SDGsの理解と実践が、企業の成長に直結する時代に

Sustainable Development Goals Institute All Rights Reserved

SDGs総研の研究活動 実践研究・評価・人材教育
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